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研究成果の概要（和文）：本研究は、科学教育がなされている相互行為場面の実践を研究対象とし、「自然(現
象)」の「科学的理解」がどのように「学習」されるのかをエスノメソドロジーの分析技法によって解明するこ
とを目的とした。主な成果は以下２点である。理科実験において自然(現象)の科学的理解と常識的理解とは断絶
的に捉えられる場合もあれば連続的に捉えられる場合もあり、それは個々の科学が自然観察と実験のどちらを重
視するのかといったことばかりでなく、実験実践のデザインに依るところもある。また、科学と技術との関係性
は、理科の初等教育の指導事項に含まれていないものの、教員には気にかけられており、時には実験の背景的テ
ーマとして用いられる。

研究成果の概要（英文）：This study aims to explicate how "scientific understanding" of "natural 
phenomena" is "learned," focusing on practices in interactional settings where a science is learned
 . Two main results are as follows; First, in science education scientific and common sense 
understandngs are taken to be incompatible in some cases, but in others are not, because this relies
 upon whether each of the sciences lay emphasis not only on either natural observation or 
experiments, but on  how practices of experiments are designed. Second, relation between science and
 technology, though it is not included in items of primary science education, is kept in mind by 
teachers, and, therefore, is used as implicit theme in some cases.

研究分野：科学社会学、エスノメソドロジー

キーワード： 科学的知識と常識的知識　知識の社会的組織化　科学と技術の関係性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
科学と常識との関係は社会学の伝統的なテーマの一つであり、本研究もその１事例として、両者の錯綜した関係
に見通しのきいた記述を与えていく際に有効なものであろう。また、科学と技術の関係については、既に歴史的
解明がそれ相応になされており、この点を現代の教育の現場で見ていくことは、科学に基礎づけられた技術に依
存する現代社会を再考する際に有効な資料となるだろう。加えて、知識の社会的組織化の観点からの解明として
見いだされた知見は、そのワークショップを通した開示も含めて、教員たちが自分たちの教えるテクニックを明
確に捉えたり、やってはいけないやり方をリストアップしていくのに資するものであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究代表者は科学社会学とエスノメソドロジーの問題関心から科学実践の分析を行ってき
た。この研究の導きとなってきたのは次の各点である。 
 (1) 科学社会学と知識社会学を統合した科学知識の社会学や実験室研究が 70 年代に提唱され
て以来、社会学は、科学を制度として捉えて全体社会との関係を捉えていくマートン流のアプロ
ーチを超えて、「科学の実質的内容」を研究対象としてきた。そして、これらよって、自然科学
の営為が、科学方法論や科学認識論とは別のレヴェルで成立している、つまり、様々な常識的知
識／常識的推論を通して行われていることが明らかにされた。申請者は、この知見に基づき、個
人的行為のレヴェルにおいて、エスノメソドロジーの視点から様々な科学実践を研究してきた。
そこで取り上げたのは科学のテクスト読まれ方[1997a]、社会学のテクストにおける図の用いら
れ方[2000]、論文上において遂行可能なものとしての数学や物理学の実際の営為[1997b]などで
ある。 

(2) 一方で、エスノメソドロジーは、会話分析の知見を取り入れながら、その後に「ワークプ
レイス研究」と呼ばれるような形で、道具を用いて作業をする様々な相互行為場面へとフィール
ドを広げていった(サッチマン 1987=1999)。これらワークプレイス研究によって示された重要
な知見の一つは、個々の作業内容とその場面の相互行為的組織化とは別々に論じられないとい
うことであった。この知見は科学実践、ことさらに科学教育にとって重要である。なぜなら、一
つの科学法則を教える際に注目すべきことは、たんにどの証明方法を用いるかということだけ
でなく、そもそも一つの証明方法をどのように、例えば、黒板を用いた講義形式によって、ある
いは質問を交えた形式によって、あるいは実験によって行っていくのかということも含まれる
ということを示唆しているからである。  

(3) 以上(1)〜(2)より、本研究代表者は、科学教育をフィールドとして、科学実践そのものの例
証と、その実践が行われている場面において相互行為が組織されるあり様に連結点を見いださ
ねばならないという考えに至った。すなわち、これまで単一個人の具体的行為のレヴェルにおい
て検討してきた科学実践の知見と、一方で会話分析を本研究代表者なりに発展させることによ
って得た知見[2006][中村・樫田 2003]などを拠り所にして、しばしば複数の人々によって成し
遂げられる科学実践にアプローチすることにたどり着いた。  
 
 
２．研究の目的 
本研究は、科学教育がなされている相互行為場面の実践を研究対象とし、「自然(現象)」の「科学
的理解」がどのように「学習」されるのかを解明し、そのことに一定の見通しを与えることを目
的とした。そして、その解明を、(相互)行為の組織化の詳細を捉えていくエスノメソドロジーの
分析技法によって行った。さらに、これを通じて本研究は、理科離れや学力低下が危惧される社
会状況において、そうした現象の内実を微視的な(相互) 行為のレヴェルから詳細に把握してい
くことを目指した。  
 
 
３．研究の方法 
義務教育における理科教育の実際の教示場面にたいしてフィールドワークを伴うエスノメソ
ドロジー的分析を施していった。まず、準備作業として、実験室研究やワークプレイス研究が提
出してきた詳細な記述や行為分析の知見と、教育社会学・教育心理学・教科教育(理科/数学)・
STS(科学技術社会論)などの関連領域の研究方針とどのように関係するのかを若干ながら検討し、
個々の分析技法による研究が科学教育の実践そのもののどの側面を概略、あるいは詳述したも
のなのかを少しでも明確にすることを目指した。 
つづいて、実際に、初等・中等教育における理科教育の現場に赴き、授業という相互行為をビ 
デオで録画した。そのうえで、教師と生徒の発話、身体動作、さらには道具使用が織りなされて
いくことを通して、理科教育の場面が成し遂げられていく手続きを解明することを目指した。教
師用の授業マニュアルや指導要領には直接には触れられていないものの、個々のタイプの授業
をそれたらしめている様々な実践を焦点とした。そして、録画データに基づき、「自然(現象)の
科学的理解の学習」に一定の見通しを与えることを目指した。  
 
 
４．研究成果 
 
第一に、本研究の前提となる予備的作業として、本研究のような科学実践のエスノメソドロジー
研究が原初的な相互行為の解明を目指す点で、M.リンチの提唱するポスト分析的エスノメソド
ロジー(Lynch 1993=2012)に位置づけられることを確認し、つづいて、本研究の背景であるエス
ノメソドロジーにおける科学研究の意義、エスノメソドロジーと科学論との関係を再考し、科学
と日常性の排他的区別に基づく初期エスノメソドロジーの科学観の脱却に一定の役割を果たし
た科学の社会的研究と EMは異なる道を進んだが、「科学」と「社会」が出会う実践領域──法廷
や教育──の探求を通して再び接点を持つに至ったことを確認した。第二に、教育研究における
エスノメソドロジーの多様な方向性における本研究の位置付けやその意義を検討し、教育のエ



スノメソドロジー研究は(1)授業の学習活動や出来事の組織化の研究、(2)教える作業における
知識・スキルの焦点化や組織化の研究、(3)生徒同士が学び合う学習経験についてのアプローチ
の 3 つに大別でき(五十嵐 2016)、知識の組織化に焦点を合わせる本研究は主に(2)における知
見産出を目指すものであるが、共同作業による理科実験をふまえれば、知識の組織化の位相と
(3)の位相における研究知見との関係も考慮する必要があることを確認した。 第三に、上記(1)
の位相との関連事項として、会話分析の Epistemics 概念をめぐる論争を検討し、〈教師─生徒〉
という成員カテゴリー化装置が支配的に作動している授業実践においては、知識の社会的配分
は論理的前提として背景化されている一方で、その配分が連鎖的組織化全般を駆動していると
までは一般的には言いがたく、個々の授業実践において慎重に検討される必要があるという見
解に至った。  
 上記の確認をふまえ、初等教育・中等教育の理科における実験が含まれた授業を、複数のビデ
オカメラによって録音・録画し、その一部をトランスクリプト化し、いくつかのテーマから検討
した。その成果は以下の通りである。第一に、いわゆる理科実験における自然(現象)の科学的理
解と常識的理解とは断絶的に捉えられる場合(Lynch & Macbeth 1998)もあれば連続的に捉えら
れる場合もあり、それは個々の科学が自然観察を重んじるのか実験を重んじるのかに依るばか
りでなく、実験実践のデザインにも依るところがある、ということである。（例えば、モデルを
使うからといって、自然観察よりも実験が重んじられる、とは限らない。）(Mizukawa,Nakamura, 
Igarashi 2019)第二に、録音・録画された授業の担当教員との共同研究を行う中で、複数の生徒
の共同作業から成る初等教育・中等教育の理科実験においては、対象についての課題の答えにた
どり着くには、対象やその発生条件を限定していく近代科学的なやり方が不可欠であり、その際、
実験の記述にとって間主観的なキーワードが役立つこと、実験結果の正しい解釈にたどり着く
には、いくつかの考え方を比較対照させることが有効である、という知識産出の組織化に関する
知見を見いだした(東、相馬、菅原 2018)。第三に、上記のように、理科実験が複数の生徒の共
同作業から成る場合、共同作業のあり方がどの程度指定されているかに応じて学習内容も変わ
ってくるため、それに応じて教師の生徒への関わり方も変えるべきである、という知見を提出し
た(五十嵐、 2017)。第四に、派生的知見として、科学と技術との関係性については、初等教育
における理科の指導事項には表立って含まれてはいないものの、教員たちにとっては気にかけ
られており、時には理科実験における背景的テーマとして用いられていることを見いだした(中
村、水川、五十嵐、東 2019)。 
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